
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行     事 給食 
読み聞
かせ 

放課後
学習 

１ 水 
自転車仕様解禁（後期課程）    

２ 木 
    

３ 金 
    

４ 土 
    

５ 日 
    

６ 月 
特支保護者説明会 PTA 役員会    

７ 火 
新１年生学級発表 前日登校(新６年生)    

８ 水 
開校式 着任式 始業式 入学式    

９ 木 
給食開始(２～９年) 図書館バス 〇   

10 金 
児童生徒入会式 進路希望調査(９年) 〇   

11 土 
    

12 日 
    

13 月 
児童生徒会活動日 部活動見学体験入学開
始 

〇   

14 火 
全校集会 学級写真撮影 避難訓練 学力
テスト前部活活動休止 

〇   

15 水 
学力テスト(７～９年) 〇 〇  

16 木 
身体測定・視力検査・聴力検査 〇   

17 金 
１年給食開始 ６年復習強化期間 部活動
発会式 耳鼻科検診（１，４年） 

〇   

18 土 
土曜活動① 授業参観、PTA 発足会、総会、
学級懇談会 

   

19 日 
    

20 月 
全国学力学習状況調査（９年英３技能・質問
紙 ６年復習強化期間② 

〇   

21 火 
個人面談(全学年)６年復習強化期間③尿検査
(全学年) 

〇   

22 水 
個人面談(全学年)学校図書館地域開放日 ９
年部活動休止 

〇 〇  

23 木 
個人面談(全学年)図書館バス 全国学力学習
状況調査(６年国・算９年国・算) 

〇   

24 金 
個人面談(全学年) 〇   

25 土 
    

26 日 
    

27 月 
個人面談(全学年)心電図検査（１，４、７年） 
児童生徒総会議案書審議 

〇   

28 火 
個人面談(全学年)全国学力学習状況調査（６
年質問調査） 

〇   

29 水 
昭和の日    

30 木 
個人面談(全学年)歯科検診（７～９年） 〇   

大楽毛学園ホームページ 
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学校教育目標 

・見通しをもち、深く考える子 

・粘り強く行動し、実践力に富む子 

・命を大切にし、元気でたくましい子 

・思いやりをもち、心豊かな子 

4月の行事  

 

下校時刻  

前期課程 １７：００ 

後期課程 17：30 

思いを「つなぐ」 ～心から感謝して～ 

大楽毛小学校 校長 冨 田 直 子 

この校舎で迎える、特別な３月が終わろうとしています。19日には、大楽毛小

学校最後の卒業証書授与式が行われ、30 名が巣立っていきました。一つ一つ

行事が終わるたびに、寂しさが募っていきます。 

令和５年度、着任早々の春先に、子供たちが 

赤レンガのあたりで四つ葉のクローバーを集め 

ていました。その様子を眺めていると、その視線 

に気づいたのか、「校長先生、あげる」と何人か 

の子供たちからクローバーをもらいました。なん 

だかとっても嬉しくて、ほっこりした気持ちになり 

ました。「幸せの四つ葉のクローバー」。子供たちのウェルビーイング（Well-

being）を向上させていくことが使命であることを忘れないよう、もらった四つ葉

をラミネートしてこの 3年間持ち続けていました。 

「たくましい子」「心ゆたかな子」「考える子」「協力する子」「責任をもつ

子」。これは昭和 44 年度に改訂された大楽毛小学校学校教育目標の目指す

子どもの姿です。この 3 年間、この姿をゴールとし、子供たちとともに、四つ葉を

模したマークをモチーフにして教育活動を進めてきました。私の力不足により、

まだまだ道半ばですが、友達と協力して活動する姿、難しいことにも粘り強く挑

戦する姿、相手のことを思いやって行動する姿など、子どもたちは確かな成長を

見せてくれています。子供たちの成長をつなぐ、学校の歴史をつなぐ、地域・保

護者の思いをつなぐ。様々な思いをしっかりと「大楽毛学園」に引き継いでまい

ります。それが私の最後の仕事です。 

３月は別れの季節であると同時に、新しい始まりの季節でもあります。大楽毛

小学校としてのこれまでの歩みを支えていただいた保護者・地域の皆様に心か

ら感謝しながら、これからの未来への期待を胸に、この節目の３月を大切に過

ごしていきたいと思います。 これまで、本当にありがとうございました。 

 

ありがとうございました 

大楽毛中学校 校長 安 部 新 路 

令和 7年度がスタートして 1年が過ぎようとしております。今年度も本教

育活動へのご理解とご協力、誠にありがとうございました。 

大楽毛中学校は昭和 53 年(1978)、鳥取中学校のマンモス化に伴い、

開校されました。校訓はペガソスの如く天を翔けよう」馬市としてにぎわった

かつてをしのんで、馬に関するものが選ばれたものと推察いたします。開校

当時は 515名の生徒数からスタートしました。ピーク時は 800名を超える

全校生徒がおりましたが、現在は 104 名の在校生となっております。(卒業

した中学校 3年生を含んだ数です。) 

次年度からは義務教育学校「大楽毛学園」が開校します。以前お知らせ

しましたように、大楽毛学園の校章は小学校・中学校の物を融合した形とな

ります。校歌は大楽毛小学校を使用し、大楽毛中学校校歌は本日の修了式

が聞き納めとなりました。しかし、7186 名の卒業生の皆様の心に刻まれて

いると確信しております。歌詞の「ペガソスのようにたくましく」校訓の「ペガ

ソスの如く…」は新校章の羽に受け継がれていきます。 

今後は義務教育 9 年の連続性を大切にしながら、前期課程(小学校課

程)、後期課程(中学校課程)職員が力を合わせ、子どもたちの成長に寄り

添っていきます。大楽毛学園が地域に根差し、地域とともに歩む学校へとさ

らになるよう、小中学校職員一同、4月に向けてしっかりと準備を進めてまい

ります。保護者並びに地域の皆様、今後とも大楽毛学園教育活動へのご理

解とご協力をどうぞよろしくお願い致します。 

令和 7 年度がスタートして 1 年が過ぎようとしております。今年度

も本校教育活動へのご理解とご協力、誠にありがとうございまし

た。 

大楽毛中学校は昭和 53 年(1978)、鳥取中学校のマンモス化に伴

い、開校されました。校訓は「ペガソスの如く天を翔けよう」馬市

放
課
後
学
習
（
ま
な
び
や
）
は
、
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

新６年生の前日登校のスクールバス 

特別便（阿寒バス） 

西２丁目児童は西１丁目バス停で乗降しま

す。（他のバス停は変更ありません） 

現在、作成中です 



 

 

◆日 時◆ 令和８年４月８日（水） ９時開式 

◆場 所◆ 大楽毛学園 体育館（旧大楽毛中学校） 
令和８年度 4月より本校が開校するにあたり、下記のとおり開校式を行います。 

新しい環境での学校生活がいよいよ始まります。子どもたちが安心してスタートを切れるよう、教職 

員一同、準備を進めております。 

なお、同日 13時より、大楽毛学園の入学式を挙行いたします。 

 

 

 

◆日 時◆令和８年４月８日（水）13時開式 

◆場 所◆大楽毛学園 体育館 
新たに２１名の１年生と、３月に小学校を卒業した３１

名の７年生が入学します。義務教育学校として迎える初
めての１年生を加え、１年生から９年生までの児童生徒
がそろい、大楽毛学園の新しい学校生活がいよいよ始
動します。新 1 年生は入学式前に写真撮影があります
ので、早めに受付を済ませられますよう、よろしくお願い
いたします。 

 

 

長尾 和彦 教諭（退職） 

髙尾   稔 教諭（任期満了） 

斎藤 千春 配膳員（芦野小学校へ） 

佐々木裕一用務員（任期満了） 

小野 正嗣 用務員（任期満了） 

塚谷 敦子 事務補（任期満了） 

 

生徒会企画  

生徒会では３年生への感謝の気

持ちと受験での労いを込めて「３

年生を送る取組」を実施しました。 

今回は，体育館で「紙飛行機飛ば

し」を企画しました。みんなで，

大声で笑い合って，心温まる時間

を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大楽毛中 

大楽毛小 

読み聞かせイベントが行われました 

３月４日（水）には６年生に向けた卒業 
記念の読み聞かせが、１１日（水）には東 
日本大震災から１５年を迎えることから、 
防災をテーマにした読み聞かせが行われ 
ました。卒業記念企画では、生まれてくる 
命の尊さについて学び、初めは針の穴ほ 
どの大きさだった命が成長し、今の自分に 
つながっていることへの喜びや感動、そし 
て家族への感謝の思いを深めました。震 
災企画では、低・中・高学年に分かれてそ 
れぞれ読み聞かせをしていただき、命を守 
るための行動や、震災を経験した方々の思 
いに触れました。18日（水）の最終読み聞 
かせでは、大楽毛小学校についてのオリジ 
ナル紙芝居をオンラインで子供たちに読み 
聞かせていただきました。「新しい学校でもがんばって！」の応援メッ
セージとともに素敵な読み聞かせをしていただきました。今まで本当
にありがとうございました。 

戦争体験講話がありました 

3月 9日（月）に６年生の社会科の学 

習で、実際に戦争を体験した角田憲治さ 

ん（８９ 歳）をゲストティーチャーとしてお 

招きして釧路空襲前後の街の様子や当 

時の生活、友達や家族との関わりについて、スライドを用いてお話

しいただきました。空襲当時、小学校 3 年生でしたが、その頃の出

来事を今も鮮明に覚えているとのことでした。子どもたちは真剣な

表情で耳を傾け、当時の暮らしを想像しながら、現在の自分たち

の生活と比べて考えていたように感じられました。戦争を直接知る

方のお話を伺うことができ、子どもたちにとっても、私たちにとって

も大変貴重な時間となりました。 

冨田 直子 校長（釧路市立青葉小学校へ） 
あっという間の３年間でした。日々いろいろなことがありましたが、

地域・保護者の方々に支えていただき、また教職員とも力を合わせな

がら毎日懸命に、でも本当に楽しく過ごさせていただきました。子供

たちは素直で優しい子が多く、「校長先生、忙しそうだけど大丈夫？」

そう声をかけてもらったことも。子供たちにもたくさん力をもらいまし

た。私にとって思い出深い、忘れられない３年間になりました。 

「大楽毛学園」が子供たちにとって素敵な場所になるよう心から

祈っております。本当にありがとうございました。   

第 96回卒業証書授与式 
３月１９日（木）、第９６回卒業証書授与式を挙行しました。３～ 

５年生の在校生が参列し、保護者の皆様、教職員とともに、卒業 

生３０名の晴れの門出を祝いました。式では、校長先生から一人 

一人に卒業証書が授与されました。大楽毛小学校として最後の 

卒業生となる子どもたちは、練習から真剣に取り組み、小学校生活を修了した自信に満ちた姿で

証書を受け取りました。 

ＰＴＡ会長の斎藤様からの祝辞にも真剣な表情で耳を傾けていました。在校生も立派な態度

で式に臨み、式に花を添えてくれました。呼びかけでは「４月からは大楽毛学園で一緒に生活す

るので、お別れではなく、これからも共に歩んでいきましょう」と思いを伝え合い、最後にオリジナ

ルソング「未来へ歩き出そう」を全員で歌い、感動的な式となりました。 

髙野 恵輔 教諭（附属釧路義務教育学校 前期課程へ） 
大楽毛小学校には令和４年度から４年間お世話になりました。春

からの大楽毛学園の一員になれないことは大変残念ですが、子ども

たち、保護者、地域の皆様の力で活気あふれる素晴らしい学校を築

いていってくださることを楽しみにしています。コロナ禍などを経て学

校の存在意義が以前と変わってきたことを実感するこの頃ですが、

学園という新しいステージが子どもたちにとって「楽しい」「自分の未

来を切り拓く」そんな場所であってほしいと強く願っています。４年間

ありがとうございました。また逢う日までさようなら。 

令和７年度第４８回卒業証書授与式 
３月１３日（金）令和７年度第４８回卒業証書授与式を挙行しました。釧路市立大楽毛中学校としては最後となる第４８期卒業生２９名，本校教職員，

３年生の保護者の皆様，１，２年生の在校生，PTA 会長様をはじめとする来賓の方々をお迎えし，暖かな春を迎える晴れやかな日そして厳粛な中で，卒
業生の晴れの門出を祝福する感動的な式を行いました。 
校長先生から一人一人に卒業証書が授与され，「何のために生まれて，何をして生きるのか。」絵本作家・漫画家のやなせたかしさんの言葉から，「皆

さん一人一人の様々な可能性を生かして，思い描く夢を実現してください」と卒業生への願いを込めた式辞がありました。PTA 会長様の祝辞では「励ま
し合った『心』を大切にし，つらいときも思い出し，『心の絆』を忘れずに過ごしてください。」とメッセージをいただきました。在校生代表の生徒から
は「みなさんが守り続けてくださった伝統を受け継ぎ，更なる発 
展を目指し，新しい歴史を刻み続けることを誓います。」と送辞 
があり，卒業生代表の生徒からは在校生，先生方，保護者，地域 
の方そして 3年間支えてくれた担任の先生へ思いを込めて，「こ 
の大楽毛中学校を卒業し，それぞれの道へと進みます。」と答辞 
で締めくくられました。今年の式歌は３年生代表の指揮，伴奏で 
全校で「３月 9日」を合唱しました。未来への夢と希望をもって 
大きく羽ばたく式となりました。 

同窓会の最後のメンバー

として入会しました！ 
卒業式を間近に控えた１０日

（火）に３年生は，「同窓会入会
式」を行いました。当日は同窓会
会長様をお迎えして，２９名の
４８期生が歴史と伝統を引き継
ぐ同窓会の入会宣言を行いまし
た。今年で「大楽毛中学校同窓
会」は７１８６名で組織する会
となりました。しかし、大楽毛学
園開校に伴い，今年度をもって
閉会することになりました。今
後，同窓会 
から学園に 
必要な物品 
が寄贈され 
る予定です。 

寂しいですが，お別れです～異動者あいさつ 
春は別れの季節といわれます。３月末をもって，大楽毛中学校を離れ，新天地での

ご活躍となります。お言葉をいただきました。ご紹介いたします。 
○佐藤美結 教諭  標茶町立虹別中学校へ 

4年前，右も左も分からない釧路での生活に不安を抱えながら着任しましたが，純
粋で人懐っこい生徒たち，学校教育に対して温かく見守り協力してくださる保護者・
地域の方々に支えてもらいながら楽しい時間を過ごさせていただきました。大楽毛
学園開校に携わることができないことが心残りではありますが…。素晴らしい学園
を築き上げてくれることを応援しています！ 
生徒の皆さん，保護者の皆様，地域の方々，４年間大変お世話になりました。 

○岩本美希 教諭  乙部町立乙部中学校へ 
半年間という短い期間ではありましたが，着任してすぐに行われた学校祭での全

校合唱でのびのびと歌う姿，授業中に友人と協力しながら，わからない問題にも粘り
強く考える姿が印象に残っています。４月からは大楽毛学園となり，学年があがるこ
とにより，環境の変化や新たな目標が生まれることと思います。ぜひ前向きに，一人
一人のよさを伸ばしながら，大きく成長することを願っています。お世話になりまし
た。ありがとうございました。 
○中村夕佳 配膳員 釧路市立清明小学校へ 
 ５年間，給食配膳員として勤めさせていただきました。お世話になりました。生徒
達の笑顔に毎日元気をもらいました。ありがとうございました。 
 
＊市職員の異動に関しては、後日お知らせいたします。 

春休みは、引っ越し作業のため、４月以降は、大楽毛学園

（57-3113）までご連絡ください。それまでは、大楽毛小学校

（５7-8014）が使用できます。 

 


